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－38－   
ところで、同意は、十分な情報をうけて、理解し、納二得したのでなければ有  
効な同意とは言えない。そこで、単なる同意ではなく「十分な情報を与えられ  























（1）用語についての予備的説明   
パターナリズムの厳密な定義には諸説ある。意識不明の患者や幼児や緊急時  
2）同上書、R．M．ヘア「肌小さな人間モルモット」，p．163，1．ト3  
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げることができる。   
























いって医師の裁量に完全に任せる方がいいという結論は簡戦こは出て来ない。   
b．「長い目で見れば患者の本当の利益にはならない」   
次に考えられるのが、自殺未遂者の拒絶をふりきって救助するときのように、  
患者が一過性の興奮状態ないし熟慮のなさから処置を拒否する場合、あるいは  
－41－   
がん告知などのように情報を与えること自体が患者の動揺や抑鬱といった不利  








だろう、というのがもう 一つの彼らの論点である。）   
彼らの他には、あとから感謝されることが確実に見込まれる場合にはJ王当化  
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一43一   
ありうるのであり、また我々一般にとっても医師がそのような態度をとること  








3．システムとして何がよいか   
以L述べたことから、基本はIC原則で、－・部の限定された状況にのみパター  
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